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１．はじめに 

一級河川岩木川の河口には日本海に繋がる十三湖がある。面積約 18.01ｋｍ２、水深は平均１ｍと浅い。

淡水と海水が混ざり合う汽水湖である十三湖は、日本で有数のヤマトシジミの産地であり、地元では重要な

水産資源とされている。本研究では、十三湖内の汽水環境調査を目的とし、水戸口からの塩水遡上による十

三湖内の塩分濃度について現地観測を行ったので、その結果を報告する。 

 

２．研究方法 

 船で十三湖内の全 16 地点を回り(図１)、船上より投げ込み式の多項目水質計を徐々に降ろしていき、水

深ごとのｐH、DO：溶存酸素、COND：電気伝導率、TEMP：水温、SALT：塩分濃度を調べた。現地観測

は６～10 月に実施しているが、本報告では 8 月 8 日に観測したデータを基に十三湖内の塩分の動きを調べ

た結果について述べる。そのときの観測時間を表１、各測定地点を図１に示す。 

 

表１ ８月８日の観測時間 
観測地点 観測時間 観測地点 観測時間 観測地点 観測時間 観測地点 観測時間 
① 8時 48分 ⑤ 9時 53分 ⑨ 10時 48分 ⑬ 11時 43分 
② 9時 07分 ⑥ 10時 05分 ⑩ 11時 08分 ⑭ 11時 58分 
③ 9時 22分 ⑦ 10時 18分 ⑪ 11時 09分 ⑮ 12時 40分 
④ 9時 37分 ⑧ 10時 32分 ⑫ 11時 32分 ⑯ 12時 25分 

図２　8月8日の流速
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図１ 十三湖各観測地点 
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３．観測結果 

水戸口から山田川河口間の塩分濃度を図３に示した。水戸口に近い地点①では海水が多く入ってきており、

その海水は湖底を流れ地点②、③にも入ってきているが、地点④まで海水は入ってこなかった。図２及び表

１より観測時間 8時 48分～9時 37分は順流だったため、上層部では塩分が低い値だった。 

図３ 水戸口～山田川河口間の塩分濃度 
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 水戸口から岩木川河口間の塩分濃度を図４に示した。水戸口付近の地点⑨から⑥まで海水が湖底を進んで

いることがわかる。図２及び表１より観測時間 9 時 53 分～10 時 48 分は順流だったため、上層部では塩分

が低い値だった。 
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図４ 水戸口～岩木川河口間の塩分濃度 

⑧ ⑦ ⑥ 

5～10 10～2020～30

 

から鳥谷川河口間の塩分濃度を図５に示した。地点⑮、⑫で塩分が高い値だった

は低い塩分しか検出されなかった。理由としては、図２及び表１より測定前に起

ってきていた塩分が底に溜まっていたことと、測定器の不調や船のスクリューの

が出たと考えられる。 

   図５ 水戸口～鳥谷川河口間の塩分濃度 
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から河口付近に近づくにつれ塩分は低くなった。 

度の水深に達すると塩分が急激に高くなるなり、淡水と海水の境界層が見られる

 

真・佐々木幹夫・田中仁・梅田信（2008）：十三湖塩水遡上の現地観測：東北
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